
 

第 37回霧ヶ峰自然環境保全協議会 資料 
長野県環境保全研究所 

 
 

防鹿柵に関する研究論文の公表について 
 

霧ヶ峰の防鹿柵による生物多様性の保全・再生効果についての研究論文を本年度３編公表

しましたので、ご報告します。 
 

 
 

昨年度までの報告（経緯） 
 

2018年（平成30年）2月28日（水） 第 31回霧ヶ峰自然環境保全協議会 経過速報 
2019年（平成31年）3月7日（木） 第 33回霧ヶ峰自然環境保全協議会 経過報告 
2019年（令和元年）5月20日（月）「シンポジウム 霧ヶ峰シカ柵研究の最前線」（諏訪合庁） 
 
 
 

発表論文①* 
 

【タイトル】 

Construction of deer fences restores the diversity of butterflies and bumblebees as 
well as flowering plants in semi-natural grassland  
(防鹿柵の設置は、半自然草原の開花植物、チョウ、マルハナバチの多様性を回復させる) 

【著者】 

Naoyuki Nakahama, Kei Uchida, Asuka Koyama, Takaya Iwasaki, Masaaki Ozeki, 
Takeshi Suka (中濵直之、内田圭、小山明日香、岩崎貴也、尾関雅章、須賀丈) 

【雑誌・doi】 

Biodiversity and Conservation  doi: 10.1007/s10531-020-01969-9 
  2020年（令和2年）4月8日 電子版掲載 
【報道発表】 

 2020年（令和2年）4月9日 長野県プレスリリース 
 （兵庫県立大学、兵庫県立人と自然の博物館、森林総合研究所、神奈川大学からも発表） 
 
*: 2020年（令和2年）6月 第36回霧ヶ峰自然環境保全協議会（書面開催）にて報告済み 
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発表論文② 
 

【タイトル】 

Does the local conservation practice of cultural ecosystem services maintain plant 
diversity in semi-natural grasslands in Kirigamine Plateau, Japan? (霧ヶ峰の半自然

草原における地域の文化的生態系サービスの保全活動は植物多様性を維持しているか？) 
【著者】 

Kei Uchida, Asuka Koyama, Masaaki Ozeki, Takaya Iwasaki, Naoyuki Nakahama, 
Takeshi Suka (内田圭、小山明日香、尾関雅章、岩崎貴也、中濵直之、須賀丈) 

【雑誌・doi】 

Biological Conservation  doi: https://doi.org/10.1016/j.biocon.2020.108737 
  2020年（令和2年）8月26日 電子版掲載 
【報道発表】 

 2020年（令和2年）8月26日 長野県プレスリリース 
 （東京大学、森林総合研究所、神奈川大学、兵庫県立人と自然の博物館、兵庫県立大学、

からも発表） 
 
 
 

発表論文③ 
 

【タイトル】 

Conservation of endangered and rare plants requires strategies additional to deer-proof fencing 
forconservation of subalpine plant diversity （シカ食害下の半自然草原での絶滅危惧植物と希少

植物の保全には防鹿柵設置に追加の保全策が必要） 
【著者】 

Asuka Koyama, Kei Uchida, Masaaki Ozeki, Takaya Iwasaki, Naoyuki Nakahama, 
Takeshi Suka (小山明日香、内田圭、尾関雅章、岩崎貴也、中濵直之、須賀丈) 

【雑誌・doi】 
Applied Vegetation Science  doi: https://doi.org/10.1111/avsc.12553 

  2020年（令和2年）12月3日 電子版掲載 
【広報】 

 2020年（令和2年）12月21日 森林総合研究所ホームページ掲載 
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本研究の一部は、公益財団法人自然保護助成基金第 28 期（2017 年度）プロ・ナトゥーラ・ファンド助成

による支援を受けて実施されました。 

 

 

【研究の概要】 

●長野県霧ヶ峰において、防鹿柵により観光資源として有用なニッコウキスゲ

のお花畑を保全することが、植物多様性の保全に貢献していることを、開花

数や種数を調査することにより明らかにしました。 
 
●一方で、ニッコウキスゲのお花畑の保全のみでは、季節性や花色などを考慮

した植物の機能的多様性を十分に保全できていないことも示唆されたこと

から、オミナエシなどを指標として防鹿柵を設置するなど追加の施策を提案

しました。 
 
●保全する対象について、違った観点からの施策を追加することで、さらなる

保全効果を生み出すことが出来ると期待されます。 

 

 東京大学、森林総合研究所、兵庫県立大学自然・環境科学研究所/兵庫県立人と自然の博物館、

神奈川大学、長野県環境保全研究所の研究グループは、霧ヶ峰での調査から、シカの侵入を防

ぐ柵 (防鹿柵) の設置が、草原内の植物多様性の保全に貢献していることを明らかにしました。

本成果は８月 25 日付で国際科学誌「Biological Conservation」に掲載されます。 

長野県（環境部）プレスリリース 令和２年（2020 年） 8 月 26 日 

環境部 環境政策課 総務係  

(課長) 真関 隆 (担当) 戸谷亮太 

T E L  026-235-7171（直通） 

    026-232-0111（代表）内線 2714 

F A X  026-235-7491 

E-mail kankyo@pref.nagano.lg.jp 

霧ヶ峰で防鹿柵によるお花畑の保全が植物多様性の保全に

役立っていることが分かりました 

環境保全研究所 自然環境部（飯綱庁舎） 

(次長) 渡辺昭生 (担当) 尾関雅章 

T E L  026-239-1031（代表） 

F A X  026-239-2929 

E-mail kanken-shizen@pref.nagano.lg.jp 
SDGs（ 持 続 可 能 な 開 発 目 標 ） は 、 美 し く 、 

誰 も が 安 心 し て 暮 ら し 続 け ら れ る 社 会 を 

め ざ し 、 世 界 み ん な で 取 り 組 む 目 標 で す 

［ 長野県は「SDGs 未来都市」です ］ 

 

グラフ：防鹿柵内 (緑色) と柵外 (青色) における開花植物の種数と開花数の比較。防鹿柵の内側では、柵外よりも開

花数が３倍ほど多い。図上部の**は、柵内外で統計的に有意な差があることを示す。写真：ハイカーの右側（柵内）に

はニッコウキスゲ（黄色花）が咲いているが、左側（柵外）にはほとんど咲いていない 
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絶滅危惧・希少植物の保全には防⿅柵設置に追加の保全策が必要

2020年12⽉21⽇掲載

論⽂名

Conservation of endangered and rare plants requires strategies additional to deer-proof fencing for

conservation of subalpine plant diversity （シカ⾷害下の亜⾼⼭帯・半⾃然草原での絶滅危惧および希少植物の保全には

防⿅柵設置に追加の保全策が必要）

著者(所属)
⼩⼭ 明⽇⾹（⽣物多様性研究拠点）、内⽥ 圭（東京⼤学）、尾関 雅章（⻑野県環境保全研究所）、岩崎 貴也（神奈川⼤

学）、中濵 直之（兵庫県⽴⼤学 兼 兵庫県⽴⼈と⾃然の博物館）、須賀 丈（⻑野県環境保全研究所）

掲載誌 Applied Vegetation Science DOI:10.1111/avsc.12553（外部サイトへリンク）

内容紹介 現在シカの⾷害による⽣態系への被害が全国で問題になっており、防⿅柵の設置による⽣物多様性保全が森林を中⼼に進

められています。近年では多様な絶滅危惧種が⽣息する⾼⼭・亜⾼⼭帯草原にもシカが分布を拡⼤しつつあり、そこでの防

⿅柵による⽣物多様性保全の有効性を検証する必要があります。

防⿅柵設置は柵内の⽣物群集をシカ⾷害から守る「⽬の粗いフィルター」注による保全策ですが、費⽤や⼈員確保の⾯か

ら草原全域への適⽤は困難です。⼀⽅、広域にまばらに⽣育する絶滅危惧植物や希少植物は必ずしもたくさんの植物種が⽣

育している場所にいっしょに分布しているとは限らないため、防⿅柵だけではこれらの種を保全できない可能性がありま

す。

そこで、⻑野県霧ヶ峰の亜⾼⼭帯草原（写真）に設置された5つの防⿅柵エリアに12の柵内・柵外プロットを設定し、柵

内外で植物の種数や花序数を⽐較しました。その結果、柵内の⽅が柵外よりも植物種数、開花植物種数および総花序数が多

いことがわかり、柵設置による植物種多様性の全体的な保全効果が⽰されました。⼀⽅、絶滅危惧・希少植物に着⽬する

と、出現確率が柵内で⾼かったのは数種（43種中3種）のみで、柵によるそれらの保全効果はほとんど検出されませんでし

た。

霧ヶ峰の防⿅柵は⽇本有数の総設置⾯積（27ha）ですが、それでも草原全体の1%以下の⾯積しか囲んでいません。しか

も、本成果が⽰したように絶滅危惧・希少植物の保全機能は⾼くありません。シカ⾷害下にある亜⾼⼭帯草原において豊富

な絶滅危惧・希少種を保全するには、より「⽬の細かいフィルター」注による追加の保全策を柵外に適⽤する必要がありま

す。

注 ⽬の粗いフィルターによるアプローチ（coarse-filter approach）とは、景観内の代表的な⽣態系や⽣物群集を保護区

の設置などにより維持・保全することで、そこでの⽣物多様性の⼤半が保全されることを期待する保全策の考え⽅です。そ

れに対し⽬の細かいフィルターによるアプローチ（fine-filter approach）は、特定の保全対象への個別の保全策を指しま

す。

 

（本研究は2020年12⽉に Applied Vegetation Science で公表されました。）
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写真：⻑野県霧ヶ峰⾼原に設置された電気防⿅柵（上）および⽣育する植物種の例（下）

お問い合わせ先

【研究推進責任者】

森林総合研究所 研究ディレクター 正⽊ 隆
 

【研究担当者】

森林総合研究所 ⽣物多様性研究拠点 ⼩⼭ 明⽇⾹
 

【広報担当者】

森林総合研究所 広報普及科広報係
 

【取材等のお問い合わせ】

相談窓⼝（Q&A）E-mail：QandA@ffpri.affrc.go.jp
 

電話番号：029-829-8377（受付時間：平⽇9時30分〜12時、13時〜16時30分）

お問い合わせ

所属課室：企画部広報普及科

〒305-8687 茨城県つくば市松の⾥1

電話番号：029-829-8377

FAX番号：029-873-0844
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